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師
走
も
中
旬
の
十
二
月
十
二
日
～
十
四
日
ま
で
、
長
秀
院

・
仲
興
寺
檀
中
三
十
虞
爾
の

皆
様
で
大
本
山
永
平
寺
を
中
心
に
参
詣
拝
登
の
旅
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
今
般
の
参
拝

は
去
る
二
月
中
旬
に
弟
子
秀
憲
を
永
平
寺
修
行
に
送
り
出
し
ま
し
た
が
、
「今
年
の
参
拝

は
、
是
非
永
平
寺
へ
」
と
い
う
お
言
葉
を
総
代
長
様
は
じ
め
皆
様
か
ら
頂
き
、
「秀
憲
師

激
励
」
と
い
う
副
題
を
頂
戴
し
た
こ
と
で
し
た
。
師
匠
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
本
当
に
有

難
く
、
只
々
感
謝
申
し
上
げ
る
ば
か
り
で
す
。

十
二
月
十
二
日
大
本
山
へ
上
山
、
参
籠
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
規
姫
に
則
り

一
泊
し
坐

ち
ょ
う
か

禅
・
朝
課

（朝
の
お
つ
と
め
）
特
別
供
養
に
参
列
す
る
こ
と
は
、
檀
信
徒
と
し
て
と
て
も

す
ぐ勝
れ
た
修
行
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
代
は
高
速
道
の
発
展
と
と
も
に
、
ま
た
各

自
の
知
識
の
広
が
り
に
よ
り
気
軽
に
参
拝
で
き
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
が
、
五
十
年
昔

は

「
一
生
に
一
度
の
本
山
参
拝
」
で
し
た
の
で
、
隔
世
の
感
が
あ
り

ま
す
。
と
に
か
く
、　
一
泊
修
行
の
参
拝
は
特
に
尊
い
こ
と
で
す
。
秀

憲
も
わ
ず
か
の
時
間
で
し
た
が
、
皆
様
に
お
会
い
で
き
満
面
の
笑
み

で
、
参
加
の
皆
様
に
修
行
僧
の
顔
か
ら

「ヒ
デ
君
」
の
顔
に
戻
っ
た

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
本
人
と
は
私
た
ち
父
母
も
十
五
分
ほ
ど
の
面
会

で
し
た
が
、
九
ヶ
月
振
り
に
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

永
平
寺
と
い
う

「日
本
曹
洞
第

一
道
場
」
の
修
行
は
生
涯
の
財
産

と
な
り
ま
す
。
皆
様
に
も
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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つ
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平
成
二
十
年
度

平
成
二
十
年
十
月
二
十
六
日
、
郡
山

市
熱
海
町

「
ユ
ラ
ッ
ク
ス
熱
海
」
に
お

い
て
、
平
成
三
十
年
度
の
県
奉
詠
大
会

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

長
秀
院
講

・
仲
興
寺
講
と
も
に
登
壇

奉
詠
を
行
い
、
第

一
教
区
と
し
て
も
立

派
な
ご
奉
詠
で
し
た
。
両
講
の
皆
さ
ん

は
常
日
頃
練
習
に
励
ま
れ
、
立
派
な
登

壇
奉
詠
と
な
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
日
頃

の
努
力
の
賜
物
で
あ
り
ま
し
た
。
毎
回

お
寺
に
集

っ
て
練
習
を
重
ね
、
皆
で
笑

い
あ
い
、
楽
し
く
お
唱
え
し
て
い
ま
す
。

お
釈
迦
さ
ま
の
み
教
え
、
道
元
禅
師
さ

ま
の
み
教
え
、
螢
山
禅
師
さ
ま
の
み
教

え
を
、
節
を
つ
け
て
お
唱
え
す
る
の
が

梅
花
流
で
す
。
新
し
い
曲
に
挑
戦
し
お

唱
え
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
に
数
ヶ
月

か
か
り
ま
す
が
、
達
成
感
は
と
て
も
尊

い
こ
と
で
す
。
今
年
も
素
晴
し
い
奉
詠

大
会
に
参
加
で
き
た
こ
と
を
、
講
員

一

よ

ろ

こ

同
無
上
の
悦
び
と
感
じ
て
い
ま
す
。

（寺
族
　
拝
記
）

薫詈

赳

I難:ヨギ



(4)

除夜の鐘

卜

午後 11時 30分打出し

も一・ヽ一
場
・
・

［
日

一

一
―０
０月

り
に

『
‥
‥
―年

８『‥
‥
―

σ０
こ

除
夜
の
鐘
を
撞
き
ま
し
ょ
う
Ｈ

ど
う
ぞ
、
ど
な
た
で
も
お
ま
い
り
く
だ
さ
い
。
お
ま
ち
し
て

い
ま
す
。
先
着
順
に
撞
い
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
係
の
方
の
誘
導
に
従

っ
て
下
さ
い
。

行

事

案

内

★
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秀

院

十
二
月
二
十

一
日
　
午
後
十

一

除
夜
の
鐘
打
出
し

元
日
一　
午
前
零
時
三
十
分

元
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祈
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★
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皿
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以
降

一
月
中
、
年
始
回
礼

年
頭
回
礼
だ
け
で
は
間
に
合
わ
な

く
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

つ
き
ま

し
て
は
、
年
末
に
ご
挨
拶
申
し
上
げ

る
お
宅
も
で
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、

何
卒
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま

す
。

が
　
い

始
回
礼
中
は
不
在
と
な
り

。
ご
相
談
等
の
場
合
は
ご
来

に
確
認
を
お
願

い
い
た
し

長妻長年お

時
三
十
分

年

回

正

当

　

一

年
回
正
当
の
ほ
と
け
様
方
の
ご

一

命
目
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま

一

た
、
ご
連
絡
と
貼
り
出
し
を
ご

一

平
成
二
十
年

平
成
二
十
九
年

平
成
二
十
二
年

平
成
十
九
年

平
成
十
二
年

平

成

九

年

平

成

二

年

昭
■
六
十
二
年

昭
わ
二
十
八
年

昭
わ
四
十
二
年

大

工

九

年

明

治

二

年

丈

攻

二

年

明

わ

七

年

享

保

五

年

寛

支

十

年

元

和

六

年

（二
〇

一
人
）

（二
〇

一
セ
）

↑
一〇

一
ゴ
じ

（二
〇
〇
セ
）

（二
〇
〇
二
）

（
一
九
九
七
）

（
一
九
九
二
）

（
一
九
八
七
）

（
一
九
八
二
）

（
一
九
七
〇
）

貧

九
二
〇
）

（
一
人
セ
○
）

（
一
人
二
〇
）

（
一
セ
セ
○
）

（
一
セ
ニ
○
）

（
一
六
七
〇
）

（
一
エハ
一
一（）
）


